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1.はじめに

家庭から出る廃棄物の中の「資源ごみ」には、

瓶・缶・ペットボトル・古紙・草木・古着類等が

ある。古着等の繊維リサイクルに着目すると、そ

の現状について山田 (2002)は、排出量の面では

衣料品だけで年間約100万トン排出されているこ

とを明らかにしており、これは、容器包装、紙製

品、自動車よりは少ないものの、家電製品や大型

家具とほぼ等しく、重量ベースで一般廃棄物全体

の約2%を占めているとしている。また、近年の

繊維製品の低価格化の進展に伴って、製品の使い

捨て傾向が強まるなど製品のライフサイクルの短

期化が進展したり、輸入品の急増等に伴う供給過

剰により売れ残り品が増加している懸念等もある

ことから、廃棄物量の更なる増加が引き起こされ

ている可能性も指摘している。環境省 (2007)が

2000年に制定した「循環型社会形成推進基本法」

においても、 3Rを推進することにより、環境へ

の負荷の少ない持続的発展可能な社会を構築でき

ると述べている。今後、自治体や生活者が中心と

なった循環型社会の形成にむけた取り組みが期待

されるところであり、現に那覇市 (2011)におけ

る平成21年度の資源ごみ量は、瓶類が約78，000

トン、草木が約2，700トン、古紙類が約 1，伺0ト

ン、ペットボトルが約830トン、缶類が約800ト
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ン、古着類が約280トン回収され、資源物として

の有効利用も着実に行われているが、燃焼ゴミと

して出された古着等はそのまま焼却処分されてい

る現状があるのも事実である。

田中他 (2010)は、古着における循環型社会を

目指した有効的な利用方法の事例を調査し、日本

での古着に対する価値観の変動や廃棄物量と資源

化物量の比較から、資源化される廃棄物量の少な

さ、繊維製品ならではの循環されにくい要因など

を情報収集する過程で整理し明らかにしている。

また、小津他 (2001)は、シミなどのスポット汚

れに着目し、これが原因で衣服の死蔵や廃棄につ

ながる現状について意識調査を通して分析してい

る。その結果、スポット汚れの処理に伴い発生す

る事故が死蔵・廃棄される割合は、中高年女性の

方が女子学生と比較して高いことを明らかにして

いる。

衣生活を中心とした循環型社会の構築を考えた

場合、廃棄の問題だけでなく、住まいの中での衣

服の死蔵化についても着目する必要があり、藤原

他 (1989)の死蔵被服に関する研究では、資源に

恵まれていない我が国では、省資源・省エネルギー

を積極的に推進する必要があると述べており、そ

の為には、涜行遅れや体型に合わなくなった、似
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合わなくなったなどを理由に死蔵、又は廃棄され

ることになる衣服を生活資源として円滑に循環さ

せていく必要があると述べ、その課題として、他

者の古着着用に対する態度の変容がない限り、死

蔵被服疏通の振興は難しいとしている。

循環型社会の形成に向けた大学生の意識に関す

る研究についてみると、林 (2008)は、女子大学

生を対象にリサイクル意識の調査を通して、衣服

の購入時において「デザイン・品質」は「価格Ji環

境配慮」に対して優先されている品質重視志向で

あることを明らかにしている。また、リサイクル

システムを理解することが環境を考慮した実践を

促し、逆にシステムに対する理解が暖昧または低

いと、リサイクル意欲が低下することが明らかに

されている。さらに、山田他 (2004)は、古着の

所持に着目して衣服のリサイクルについて大学生

の男女を対象に、衣服を処分する際のリサイクル

と利用する際のリサイクルの二つの視点から見て

実態を調査し、古着の所持に影響を与える関連性

の考察を行っている。

これら一連の先行研究の多くは示唆に富むもの

であるが、衣服の循環型社会の形成に向けた課題

を明らかにしていくためには、衣服の取得から手

入れ・補修、保管、再利用または廃棄といった手

放しまでの一連の流れとしての衣服管理について

生活者の意識や行動を明らかにすることが必要で

あると思われる。

そこで、本稿では大学生を対象とした意向調査

により、衣服の取得から手放しまでの過程に関す

る大学生の意識と行動について明らかにし、大学

生が環境に配慮した生活を送る上での衣生活に関

する課題を考察し、循環型社会の形成に向けて主

体的に行動する生活者として、衣生活をより豊か

に送ることができるための基礎資料を得ることを

目的とする。

11 .意向調査の概要

1 .意向調査の対象者および調査方法

意向調査は、琉球大学に通う大学生を対象に

行った。アンケート調査対象者に、衣生活に対す

る意識と行動に関する意向調査票を配布し、記入

後に直接調査票を回収した。また、直接回収が難
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しい場合は、研究室前に設けた意向調査回収ボッ

クスへ提出してもらう形で実施した。

意向調査は、平成23年11月14日から 12月7

日までの24日間で実施し、配布部数は 126部で、

回収部数は 101部、有効回収数は 101部となり、

有効回収率は 80.2%であった。

2.調査対象者の属性
1 )基本属性

有効回答者 101人中、女性が61.4%、男性が

38.6%と女性の割合が高い結果となった(表 1)。

学年別では、 l年次27.7%、2年次23.8%、3年

次26.7%、4年次21.8%の内訳となった。

出身地については、沖縄県内が79.2%、沖縄県

外が20.8%であった。また、居住形態については、

家族と同居が68.3%と圧倒的に多く、次いで一人

暮らしが27.7%、その他が4.0%であった。

表1 調査対象者の基本属性

項目 人数(人)割合(%)

性別
男性 39 38.6 

女性 62 61.4 

一年次 28 27.7 

学年
二年次 24 23.8 

三年次 27 26.7 

四年次 22 21.8 

出身地
県内 80 79.2 

県外 21 20.8 

家族と同居 69 68.3 

居住形態 一人暮らし 28 27.7 

その他 4 4.0 

2)所持衣服・所持死蔵衣服・所持古着について

大学生の所持衣服、所持死蔵衣服・所持古着の

枚数については、以下の表 2~表 4 に示す通りで

あった。尚、表中のスカート及びワンピースにつ

いては、女子のみを母数として集計している。

まず、所持衣服の枚数については(表2)、スカー

ト、ワンピース、トレーナー・パーカー・セーター

類、 Y シャツ、ジ、ャケット・上着類は O~5枚が

最も多くなっている。パンツ・ジーパン・短パン

類と T シャツ・タンクトップについては 6~10
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表2 所持衣服の枚数

衣服の種類 O~5枚 6~10枚 11 ~15枚 16~20枚 21~25枚 26~30枚 31枚以上 合計
パンツ・ジーパン・ 人数(人) 20 45 19 5 4 3 4 100 
短パン 割合(%) 20.0 45.0 19.0 5.0 4.0 3.0 4.0 100.0 

スカート
人数(人) 45 12 2 1 1 61 
割合(%) 73.8 19.7 3.3 1.6 1.6 100.。

ワンピース
人数(人) 43 12 4 1 1 61 
割合(%) 70.5 19.7 6.6 1.6 1.6 100.0 

Tシャツ・タンク 人数(人) 5 31 27 15 10 7 5 100 
トップ 割合(%) 5.0 31.0 27.0 15.0 10.0 7.0 5.0 100.0 
トレーナー・パー 人数(人) 46 40 10 1 2 1 100 
カー・セーター類 割合(%) 46.0 40.0 10.0 1.0 2.0 1.0 100.0 

Yシャツ
人数(人) 67 28 4 1 100 
割合(%) 67.0 28.0 4.0 1.0 100.0 

ジャケット・上着 人数(人) 49 42 5 3 1 100 
類 割合(%) 49.0 42.0 ~ 3.0 1.0 100.0 

表3 死蔵衣服の所持枚数

衣服の種類 0~5枚 6~ 10枚 11 ~ 15枚 16~20枚 21枚以上 合計
パンツ・ジーパン・ 人数(人) 83 11 3 97 
短パン 割合(%) 85.6 11.3 3.1 100.。
スカート

人数(人) 56 4 60 
割合(%) 93.3 6.7 100.0 

ワンピース
人数(人) 59 1 60 
割合(%) 98.3 1.7 100.01 

Tシャツ・タンク 人数(人) 64 20 10 1 95 
トップ 割合(%) 67.4 21.1 10.5 1.1 100.0 
トレーナー・パー 人数(人) 88 8 96 
カー・セーター類 割合(%) 91.7 8.3 100.0 

Yシャツ
人数(人) 96 961 
割合(%) 100.0 100.01 

ジャケット・上着 人数(人) 92 4 96 
類 割合(%) 95.8 4.2 100.0 

表4 古着の所持枚数

衣服の種類 0~5枚 6~10 枚 11 ~ 15枚 16~20枚 21枚以上 合計
パンツ・ジーパン・ 人数(人) 75 10 2 87 
短パン 割合(%) 86.2 11.5 2.3 100.。
スカート

人数(人) 51 1 52 
割合(%) 98.1 1.9 100.0 

ワンピース
人数(人) 48 3 1 52 
割合(%) 92.3 5.8 1.9 100.0 

Tシャツ・タンク 人数(人) 73 8 2 1 3 87 
トップ 割合(%) 83.9 9.2 2.3 1.1 3.4 100.0 
トレーナー・パー 人数(人) 83 3 1 87 
カー・セーター類 割合(%) 95.4 3.4 1.1 100.。
Yシャツ

人数(人) 83 4 87 
割合(%) 95.4 4.6 100.。

ジャケット・上着 人数(人) 81 6 87 
類 割合(%) 93.1 6.9 100.。

。。
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枚が最も多く、中には 50枚以上所持している学

生もおり、所持衣服の数量に幅がみられる。

大学生の死蔵衣服の所持枚数については(表

3)、すべての服種が O~5 枚が最も多く、死蔵

衣服の数量は少ない結果であった。しかし、パン

ツ・ジーパン・短パン類については 11~ 15枚、

!苫で購入

インターネットで購入

比弟等からもらう

知人からもらう

その他

(N=101) 

12.0 

1.6 

o 2 4 6 8 10 12 14 
(枚)

Tシャツ・タンクトップについては 16~ 20枚と 図l 新品衣服の取得方法と年間平均取得枚数

比較的多くの死蔵衣服量を保有している状況が確

認できた。

古着の所持枚数についても(表4)、すべての

服種で O~5枚の所持が最も多いが、パンツ・ジー

パン・短パン類やTシャツ・タンクトップは 21

枚以上所持している学生もおり、服種によっては

古着を積極的に利用している学生もいることが確

認できた。

111.衣服の取得から手ぱなしに関する意識

と行動

1 .衣服の取得について

1 )新品衣服の取得について

新品の衣服の取得方法については(図 1)、「屈

で購入」が最も多く、年間平均 12.0枚であった。

次いで多い「インターネットで購入」の1.6枚と

比較しでも、屈で衣服を購入することが多い状況

が確認できた。しかし、「インターネットで購入」

の内訳をみると、 O枚が66.3%(75人)に対して、

5~ 15枚が全体の 19.8%(20人)を占めており、

インターネットでの購入は二分化の傾向にあるこ

とがわかる。

衣服を購入する際の優先事項については(図

2)、ほぼ、全員が「デザイン (96.0%)Jと「値段

(93.1%)Jをあげており、次いで「色合い (63.4%)J

「機能性 (41.6%)Jが続いている。現在の大学生

は、「ブランド (24.8%)Jや「流行 (20.8%)Jよ

りも自身に合った衣服を選択していることがうか

がえる。一方、「長く着尽くせる (39.6%)Jは約

4剖の学生が意識しているものの、「環境を考慮

した素材(1.0%)Jや「廃棄に困らない (O.O%)J

と意識は皆無に近い。

90 

デザイン

値段

色合い

機能性

長く着尽くせる

フランド

流行

お庖の雰閲気

環境を考慮した素材

廃棄に凶らない

その他

(N=101) 

93.1 

20 40 60 80 100 
(%) 

図2 衣服を購入する際の優先事項(複数回答)

2 )古着の取得について

占着lこ対するイメージについては(図3)、「新

品にはない味がある (46.5%)Jや「使い回せて

環境的に良い (41.4%)Jのイメージが高く、比

較的肯定的に捉えていることがわかる。一方、

「必ず洗濯してから着たい (41.4%)J、「ほつれ

等が気になる (25.3%)J、および「においが嫌だ

(22.2%)Jが次いでおり、否定的なイメージを抱

いている学生もいることがわかる。「その他」の

内容としては、安いが多くとげられていた。

I古着の入手方法と年間平均取得枚数については

(凶4)、「自で購入」が2.8枚と最も多く、「兄弟

等からもらうJI知人からもらう」と続いている。

しかし、平均取得枚数は 0.7~ 1.0枚であり、屈

での購入の 1/3程度にすぎない。学生にとって古

着の取得は屈での購入が一般化しているようであ

る。

古着を購入する際の優先事項については(図

5)、8割以上の学生が「デザイン (87.0%)Jと

「値段 (85.7%)Jをあげ、「色合い (50.6%)JI機

能性 (33.8%)Jと続いている。これらの項目は、

基本的に新品の衣服購入の優先事項と同様で、学
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生の衣服購入の選択基準に大差はないことがわか

る。

古着を購入する際のメリットについては(図

6)、88.8%の学生が「安い」をあげており、低

価格であることが重視されていることがわかる。

また、約半数の学生が「珍しいアイテムがある

(53.8%)Jや「おしゃれの幅が広がる (41.3%)J

をメリットとして考えている。一方、「使い回せ

て環境に良い」は 23.8%にすぎず、古着の利用者E

生活環境の改善につなげる取り組みとしての意識

は{!iいこともわかる。

古着を購入する際のデメリットについては

(図7)、6割以上の学生が「ほつれや型くずれ

(67.0%)J、「色あせ (62.8%)Jをあげている。ま

た、古着は 1品物が多いため、「サイズが合わな

い (48.9%)Jをあげる学生も約半数近くいるこ

とがわかる。「その他」の具体的な内容をみると、

「独特なにおいJi古着なのに値段が高いJi返品

交換できないJi自分の持っている服と合わせに

くい」などの問題に加え、「気持ち的に嫌」など

心理的に拒否反応を示す学生もいた。

新品にはない味がある

使い回せて環境的に良い

必ず洗濯してから着たい

ほつれ等が気になる

においが嫌だ

ファッション性が合わない

質が悪い

汚い

汗じみ

貧乏くさい

その他

(N=99) 

。

25.3 

20 40 

46.5 

41.4 

41.4 

図3 古着に対するイメージ(複数回答)

庖で購入

兄弟等からもらう

知人からもらう

フリーマーケットで購入

インターネットで購入

その他 10.0

。
(N=101) 

1.0 

2 

図4 古着の取得方法と年間平均取得枚数

60 
(%) 

3 

(枚)

デザイン

値段

色合い

機能性

長く着尽くせる

プランド

流行

廃棄に困らない

お唐の雰囲気

環境を考慮した素材

その他

50 

87.0 

85.7 

o 20 40 60 80 100 
(N=77) (%) 

図5 古着を購入する際の優先事項(複数回答)

安い

珍しいアイテムがある

おしゃれの幅が広がる

使い回せて環境に良い

その他

(N=8ω(%)  

図6 古着購入のメリット(複数回答)

ほつれや型くずれ

色あせ

サイズが合わない

汗じみ

その他

(N=94) 

。 20 40 60 

図7 古着購入のデメリット(複数回答)

2.衣服の手入れと補修について
1 )衣服の洗濯と保菅の方法について

80 
(%) 

衣服を洗濯する際に気を付けていることにつ

いては(図8)、半数以上の学生が「洗濯ネット

に入れる (68.4%)J i手洗いが必要なものは手洗

いする (52.0%)Ji洗剤は適量を入れる (51.0%)J 

を実践していることがわかる。一方、「表示に合

わせて洗う (24.5%)Jや「素材別に洗う (22.4%)J

を実践している学生は少なく、衣服のダメージに

つながりかねない状況も確認できた。

衣服の保管の際に気を付けていることとして

(図9)、「洗濯しきれいな状態にする (80.0%)J

や「しわにならないように畳む (58.0%)Jにつ

いては多くの学生が実践しているが、「しっかり

乾かす (45.0%)Jことを実践している学生は半

数以下であり、においの原因につながる保管の

-91-
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実態が確認できる。また、「防虫剤を使うJI防湿

剤を使うJI換気する」などの実践はさらに低く、

学生の衣服の保管に対する意識が低いことがうか

がえる。

洗溢ネットに入れる 『 . 68t 
手洗いが必要なものは手洗いする唱 !2!!!!!E2 5~.O 

洗剤は適量を入れる 1; 1~ n 

色別に洗う

漂白剤や柔軟剤を使う

襟口等が伸びないように下す

汚れ具合に合わせて分けて洗う

表不に合わせて洗う

素材grJに洗う

つけ置きや塗布洗剤jをつける

置き干しゃ陰干しをする

気にせず洗う

その他
喝_.ーーーーャー 4 司伊噌一一一位一一一陣吋

o 20 40 60 80 
(N=9ω 。も)

図8 洗濯時の配慮事項(複数回答)

洗濯しきれいな状態にする

しわにならないように畳む

しっかり乾かす

防虫剤を使う

防湿剤を使う

密閉容器で保管する

(N=100) 

換気する

その他

図9 衣服保管の配慮事項(複数回答)

2)衣服の補修について

衣服にシミがついてしまった場合の対応につ

いて(図 10)、「適切な方法はわからないが対応

している (57.0%)Jが最も多く、次いで「適切

な方法がわからないので対応できない (24.0%)J 

であり、適切な対応の仕方を十分把握していない

状況が確認でき、また、誤った対応をするとシミ

を広げてしまう可能性もある。実際に「適切な方

法がわかり対応しているJは17.0%に過ぎず、家

庭科教育の視点から見ても知識や技術が生活の中

で定着していないことを課題として認識する必要

があろう。

衣服のほつれや付属品が取れたりした場合の

対応については(図 11)、「時聞があるときに自

分で直すようにしている (47.3%)Jが最も多く、

次いで「気がついたときに自分で直すようにして

いる(18.7%)Jとなっており、 6割以上の学生

が自身で手直ししている状況が確認できた。一方

で、「そのまま着続けることが多い (11.0%)J学

生や、中には「面倒なので廃棄する(l.1%)J学

生も少数であるがおり、循環型社会の形成の視点

からも知識と技術の定着に向けた取り組みが求め

られる。

適切な方法はわからないが対応している

適切な方法か才Jからないので対応できない

適切な方法かわかり対応している

適切な方法はわかるが対応していない I1.0 

その他11.0 I 
-1"- _.由Lー ←司吋町一時制仰 ι-，̂ '--"

(N=100) (%) 

図10 衣服のシミにあった適切な対応(複数回答)

20 30 40 50 

(N二91) (%) 

図11 衣服のほつれ等への対応(複数回答)

3)衣服の死蔵化について
衣服を死蔵する主な原因については(図 12)、

「サイズが合わなくなった (43.0%)Jが最も多く、

物理的に着用できなくなったことによる死蔵化が

多いことがわかる。次いで「流行遅れ (40.0%)J

「似合わなくなった (39.0%)J I着飽きた (36.0%)J

といった心理的な理由によるものが多く、「色

あせした (36.0%)J I汚れた (31.0%)JI破れ

た (25.0%)JI縮んだ (23.0%)JI型くずれした

(20.0%)Jなどの衣服の劣化による死蔵化も比較

的少ないが確認することができた。

衣服を死蔵する主な理由については(図 13)、

「なんとなく置いている (69.7%)Jや「捨てるの

が面倒だからは4.4%)Jという無意識な理由が

多いことがわかる。一方、「硫行が再来してまた

着るかもしれない (23.2%)Jという理由で保管

している衣服が、そのまま死蔵化している状況も

みられ、着用可能な衣服が死蔵されていること

も確認できた。また、「誰かに譲りたいが相手が
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いない (16.2%)JI売りたいが方法が分からない

(7.1%)J I何かに作り変えたいが方法が分からな

い (7.1%)Jといった学生も少数ではあるがおり、

生活者が主体となってできる多様な衣服の有効活

用方法を伝えていく必要がある。

(N~100) 

サイズが合わなくなった

流行遅れ

似合わなくなった

着飽きた

色あせした

汚れた

破れた

シミがついた

結んだ

型くずれした

擦り切れた

ボタン等の附属品がとれた

その他

。

図12 衣服を死蔵する主な原因(複数回答)

なんとなく置いている

捨てるのが面倒だから・ーーーーーーーーーーーー.44.4I 

流行が再来してまた着るかもしれない圃・・・・ 23.2 I 
誰かに譲りたいが相手がし、ない・・・・・ 16.2 I 

売りたし、が方広が分からない・・ 7.1

{ojかに作り変えたL、か方法が分からない圃・ 7.1I I I 

その他・・・ 9.11 1 

40 60 80 

(N~99) (%) 

図13 衣服を死蔵する主な理由(複数回答)

3.衣服の手放しについて

1 )衣服の手放し方について

衣服を手放す主な原因については(図 14)、「サ

イズが合わなくなった (56.4%)Jをあげた学生

が最も多く、死蔵化の原因と同様であることがわ

かる。次いで多い原因は「色あせした (42.6%)J

「破れた (41.6%)Jの衣服の劣化が続いている。

死蔵の原因で上位にあった「似合わなくなった

(40.6%)J I着飽きた (40.6%)Jなどの心理的な

理由によるものは少し順位を下げているものの、

全体としては上衣の6項目に大きな変動はなく、

一度死蔵化された衣服がそのまま有効利用されず

手放されている可能性が高いと思われる。

衣服を手放す主な理由については(図 15)、「有

効利用する具体的な方法が分からない (48.5%)J

や「捨てる以外の方法を思いつかない (32.7%)J

が上位の理由としてあげられており、衣服の有効

利用の様々な方法について情報提供していく必要

があると思われる。また、「服が傷みすぎて有効

利用できない (44.6%)Jも半数近く上っており、

衣服の手入れの仕方も課題としてあげられよう。

不用となった衣服を有効利用する場合どのよう

な取り組みをするかについては(図 16)、「兄弟・

親戚へ譲る (59.6%)Jが半数以上を占めており、

次いで「古着屋に売る (43.8%)J I友人へ譲る

(27.1 %)Jとなっている。先述した古着の入手方

法と年間平均取得枚数の結果では、対象大学生の

ほとんどが古着の入手先として圧倒的に屈での購

入が多かったが、自身の衣服を手放す際には、兄

弟・親戚などへ譲る方向にあることが確認できた。

サイズが合わなくなった

色あせした

破れた

似合わなくなった

着飽きた

汚れた

流行遅れ

ンミがついた

縮んだ

掠り切れた

型くずれした

ボタン等の附属品が取れた _7.9

その他置 1目
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図14 衣服を手ばなす主な原因(複数回答)

有効利用の具体的方法が分からない

服が構みすぎて有効利用できない

捨てる以外の方法が思いつかない

有効利用するのが面倒

肉分の衣服を他人へ譲るのに抵抗がある

4白効利用する時聞がなかった

有効利用するお金がなかった

その他

20 40 60 

(%) (N~101) 

図15 衣服を手ばなす主な理由(複数回答)

兄弟・親戚へ譲る

古着屋に売る

友人へ譲る

手直しして再び利用する

フリーマーケットに出す

その他

20 60 80 

(%) (N~98) 

図16 不用な衣服の有効利用(複数回答)
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IV.循環型社会形成に向けて

衣服の取得から手放しに関する大学生への意向

調査の結果より、家庭科教育の視点から循環型社

会の形成に向けた課題を考察する。

衣服の取得に関して、現在のところ新品衣服の

取得については屈頭での購入が多いが、今後イン

ターネットを介した購入の増加が推察され、デザ

インや品質表示等をしっかりと確認して購入する

ことが求められる。とりわけサイズについては、

衣服の死蔵化や手放しの原因として最も高いこと

から、試着のできないネット購入ではサイズ確認

をより注意して行い購入する必要があろう。また、

ネット購入に関する消費生活上の課題も多く指摘

されていることから、情報リテラシー教育も大切

である。

衣服の手入れと補修に関しては、まず、衣服の

洗濯において、取扱い絵表示等の表示に合わせて

洗う学生の割合が低く、衣服のダメージにつなが

りかねない状況にあったことから、適切な洗濯方

法の知識と技術の習得が求められる。また、衣服

の保管についても適切に管理できていない状況に

あった。さらに、衣服の補修についてもシミやほ

つれなどに対する適切な対処方法に課題がみられ

た。こうした内容は高等学校の家庭科教育までで

既習してきた内容でもあることから、循環型社会

の形成の上でも生活の中で確実に定着させていく

ことができるよう授業の改善が求められよう。

衣服の死蔵化の原因は、サイズに関する物理的

な理由に加え、心理的な理由や衣服の劣化による

ことが確認できた。物理的な理由については難し

いものの、心理的理由や衣服の劣化に関すること

については、購入時の衣服の選択や手入れや補修

などを徹底して行うことで改善できる内容が多く

含まれている。基礎的基本的な知識および技術の

習得の重要性が再確認できょう。

衣服の手放しに関しては、手放しの理由が死蔵

化の理由と同じであることが明らかになったよう

に、一度死蔵化された衣服がそのまま有効利用さ

れることなく手放していくことになっていること

から、衣服の死蔵化を減少させていくことが重要
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となろう。また、手放しに際して資源の有効利用

の多様な方法があること等についても、授業など

を通しで情報提供していく必要性があると思われ

る。

環境を考慮した循環型社会形成に向けた取り組

みを行うには、高等学校学習指導要領解説 (2010)

にあるように、衣・食・住の生活場面に置いて環

境と密接に関連しており、また消費生活でも、大

量生産、大量消費、大量廃棄が繰り返される消費

社会の現状から、持続可能な消費の重要性を理解

した上で、生活の中で主体的に取り組めるような

童識づけが重要である。衣生活の領域においては、

衣服の購入から手入れ・補修、そして手放しに至

る一通りの流れの中で学ぶことが重要となり、か

つ、日常生活における定着につなげていくための

授業づくりが求められよう。
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